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社会課題

海外投資家
の注目を得

る

高い評価

東証プライム
市場へ
市場区分変更

東証上場
（グロース・スタ
ンダード市場）

高い企業価
値と流動性

好循環
英文開示
支援*

起業

1

起業

海外投資
家が注目
しない

低い評価

英文開示を
しない

低い企業価
値と流動性

悪循環

英文で開示する
リソース・ノウハ
ウが不十分

日本には社会課題解決を目的とした上場中小企業が多いが、英文開示を実施できている企業が少なく、
海外投資家にはあまり知られていない。英語での開示を支援することで悪循環を好循環に変換できる。

上場中小企業英文開示に対する問題意識

社会課題

東証上場
（グロース・ス
タンダード市

場）

*日本の上場企業3936社のうち、統合報告書等のESG開示を実施している企業は934社程度。

Source: KPMG Survey of Corporate Reports in Japan 2023 よりFCT推計。

https://kpmg.com/jp/ja/home/insights/2024/04/sustainable-value-corporate-reporting.html
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本事業と構想2.0の関係
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本事業における英文情報開示支援の考え方

● 国際金融都市・東京構想の実現に向け、東京の証券市場を海外投資家にとってもより投資しやすく魅力的なものにする

ために、英文開示実施率※の向上を目指す必要がある

● 企業の英文情報開示にあたっては、海外投資家が目を向け、また、企業の海外展開にも寄与するような取組が重要であ

り、日本語情報の英文化と併せて効果的なIRを行う必要がある

● そのため、単に日本語資料を英語化する翻訳支援を行うだけでなく、エクイティストーリーの構築・海外への情報発信、海

外IRに関するアドバイスなど、幅広く質の高い取組が求められる

● 個別支援だけでなく、セミナーやワークショップを通じて個別支援の対象になっていない幅広い層の企業に英文IRの高

度化につながるプログラムを提供することで広く英文IRの底上げを図る

※具体的には東京証券取引所上場部が公表する「英文開示実施状況調査集計レポート」に掲載される英文開示実施率を指す。
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事業の背景
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令和７年度のDisclosure G概要・スケジュール
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事業名・概要 1Q 2Q 3Q 4Q

1 【上場企業個別英文 IR支援】
・個別支援企業数：15社程度
・IRｱﾄﾞﾊﾞｲｽ（ｴｸｲﾃｨｽﾄｰﾘｰ構築支援）
・決算関連資料の英訳支援
・海外投資家ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ支援

2 【IR動画制作支援】
・個別支援企業と海外投資家との接点を増やすた
め、個別支援企業の IR動画(2～3分)の制作を支援
・制作した動画は個別支援企業に提供し、海外投資
家の目に触れる活用方法を検討

3 【英文IR人材育成講座（２日間）】
・外部講師による人材育成講座
・企画案：投資家目線の開示ノウハウ、企業の事
例、AI翻訳の活用等
・開催形式：会場＋オンライン
・最新の開示規制に関する情報等も盛り込む

4 【英文IRワークショップ】
・外部講師による人材育成講座
・30名程度
・開催形式：会場のみ（懇親会付）

募集
開始

個別支援

選定審査会
（随時）

事前
説明会

動画制作支援（最大15社）

エクイティストーリー構築

報
告
書
提
出

企業との打ち合わせ

報
告
書
提
出

開催
当日

開催
当日

報
告
書
提
出

企画 集客

集客企画

過年度支援企業の状況確認・効果測定

1

2

3

4

動画内容・掲載先等検討

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
等
に
掲
載

開催
当日集客企画
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英文IR人材育成講座

◆目的
○ JPX・東京証券取引所と連携し、東証上場企業IR担当者、経営者等に対して、英文開示及び海外投資家対応に関する知見を提供

◆成果物
○ イベントの企画・開催（2日間程度）
○ イベントアーカイブ動画の納品
○ 参加者アンケート結果を含む実施報告書

◆Aspirational Goal
○ 東証上場企業の英文開示レベルの底上げ
○ 講演や企業の取組発表を通じた、IR担当者の英文開示への苦手意識克服
○ 意思決定層にIRの重要性を理解させる

◆Activities
● 週次での企画会議議事進行・議事録作成・スケジュール管理
● 海外投資家へのＩＲに対応することができる人材を育成するための講座（講演・パネルディスカッション等）の企画立案

※企画案：機関投資家目線のIR、企業の英文開示事例、海外投資家とのコミュニケーションのコツ、AI翻訳の活用、
　　　　　最新の開示規制等、東証ウェブサイトコンテンツ及び上場企業サポートの活用方法

● 講演者の選定・参加打診・スケジュール調整
● 講座の広報、宣伝
● 講座の集客（前年度の申込者数:会場：約170人　オンライン：約1600人）
● 開催当日のロジ運営
● アンケートの作成・収集

◆備考
○ 講座の日程は、主な東証上場企業の決算期、IR部門の繁忙期を避ける
○ 講座開催にあたっての会場費用、講演者への謝金も費用に含む
○ 講座開催にあたって、当日の司会、受付・誘導等に必要な人員を十分に確保する

業務委託内容

3
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英文IRワークショップ
◆目的

○ 東証上場企業IR担当者、経営者等に対して、英文開示及び海外投資家対応に関する知見を提供
○ IR担当者同士のネットワーキング（IRに関する情報・課題・悩み等の共有、意見交換等）

◆成果物
○ ワークショップの企画・開催（最低2回）
○ 参加者アンケート結果を含む実施報告書
○ 意見交換内容の収集・とりまとめ

◆Aspirational Goal
○ 東証上場企業の英文開示レベルの底上げ
○ IR関係者同士の意見交換を通じた英文開示・海外IRへの苦手意識克服

◆Activities
● スケジュール管理
● 海外投資家へのＩＲに対応することができる人材を育成するためのワークショップの企画立案

　　　　※企画案：英文開示の効率的な実施方法、機関投資家目線のIR、海外投資家とのコミュニケーション方法
● 登壇者、講師の選定・スケジュール調整
● ワークショップの広報、宣伝
● ワークショップの集客（前年度の参加者数を参考にする）
● 当日のロジ運営
● アンケートの作成・収集

◆備考
○ 日程は、主な東証上場企業の決算期、IR部門の繁忙期を避ける
○ 開催にあたっての会場費用、講演者への謝金も費用に含む
○ ワークショップ当日の司会、受付・誘導等に必要な人員を十分に確保する
○ 需要に合わせて席数や回数を検討（最低2回）

業務委託内容

4
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上場企業個別英文IR支援　実際の支援プロセスイメージ
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April May June July Aug Sep Oct Nov Dec Jan Feb March

英文IR
人材育成
講座当日企画　東証と企画MTG 告知

登壇者声掛け

英文IR
ワークショッ

プ
（１月上）
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【事業期間・委託金額等】

● 事業期間　：　2025年4月1日～2026年3月31日

● 委託金額　：　400万円（税込み）

● 選定方法　：　プロポーザル方式

● 評　　価　：　事業に関する企画提案内容及び価格を総合的に判断して選定

● 支払方法　：　事業終了後に提出する納品物（報告書等）の確認後に支払う（具体的な支払時期については別途協議）

● 備　　考　：　事業遂行に当たり、再委託も可能とする。

【留意点】

● P.5-6記載の業務委託内容に対し、提案書及びプレゼンテーション動画により、貴社独自の企画をご提案ください。

● 貴社の事業概要及び本事業の貴社担当者（複数名いる場合は全員）の略歴を提案資料内に必ずご記載ください。

● 個人情報を扱う場合があるため、貴社の情報管理体制についても必ずご記載ください。

● 本事業の受託事業者の決定については、提出された提案書及びプレゼンテーション動画を基に審査を行い、その後必要に応

じて FCT の指定する事業者について審査会を実施し、提案内容を総合的に判断して選定する。

● 今後のスケジュールについては、次頁記載のとおりとする。なお、スケジュールは今後変更する可能性がある。

● 本事業は、FCTの令和７年３月の理事会にて、FCTの事業計画が承認され、かつ東京都の令和７年度歳入歳出予算が、令和７

年３月３１日までに東京都議会で可決された場合において、令和７年４月１日に確定させるものとする。

提案依頼内容
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業務履行にあたっての留意点

● 本事業の企画・運営にあたっては、無理のないスケジュールを立案の上、適切な進行管理を行い、期限を遵守するととも
に、確実に業務を執行すること。

● 本事業を円滑に推進するため、事業の実施方針や進め方、技術的対応等について、FinCity.Tokyoと十分に調整を図る
とともに、FinCity.Tokyoから申し出があった場合には、速やかに本委託業務の進捗状況を報告すること。

● 契約金額には本業務の履行にかかる一切の費用を含むものとし、金額的に実施不可能な提案は行わないこと。

● 本委託業務の実施に当たり知り得た情報については、他の目的で使用すること及び売買することを禁止する。本委託契約
終了後も同様の取扱いとする。

【今後のスケジュール】

● 2月  10日（月）：RFP公示

● 3月3日（月）：提案書・動画提出期限（当日17:00までに送付ください）

● 〜３月１３日（木）：契約候補者の選定

● 4月  1日（月） ：事業開始

【送付先】

● FinCity.Tokyo　英文情報開示支援事業事務局担当 東海林美咲　メールアドレス：misaki.shoji@fincity.tokyo
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● この仕様書に基づく業務により作成された作成物に係る著作権の全ては、FinCity.Tokyoに帰属するものとする。受託

者は、FinCity.Tokyo及びその指定する者に対して成果物の著作者人格権の行使をしないこと。

● 作成等に当たり、第三者の著作物を利用する場合には、当該第三者から受託者が適切な許諾を得ておくこと。なお、委託完

了後もFinCity.Tokyoが無償で著作物を利用できるようにすること。

● 作成等に当たり、他者の著作権を含む知的財産権、肖像権その他のいかなる権利も侵害しないこと。万一他者の権利に抵

触した場合は、受託者の責任と費用をもって適正に処理すること。

　　　　　　　　　　　問い合わせ先

　　一般社団法人東京国際金融機構（FinCity.Tokyo）

　　　　　　　　　　　　　　　　英文情報開示支援事業事務局 担当　東海林美咲　

メールアドレス：misaki.shoji@fincity.tokyo

10

権利の帰属
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審査要領

1. 次頁記載の審査項目について、審査員が採点を行う。

2. 各審査員は、採点の合計得点が最も高い提案者に投票を行い、得票数が最も多い提案者を契約候補
者とする。

3. 得票数が最も多い提案者が複数あるときは、全審査員の採点を合計した総合計得点が最も高い提案
者を契約候補者とする。

4. 上記３の場合で、総合計得点も同一の提案者が複数あるときは、当該提案者の中から、審査委員長が
契約候補者を選定する。

5. 契約候補者と契約できない事由が生じたとき（辞退など）は、当該候補者を除く提案者について、上記
と同様の投票を行い、得票数が最も多い提案者を契約候補者とする。

6. 審査員の採点の平均が「2」未満の審査項目がある提案者は、契約候補者としない。提案者が一者の
みの場合も同様とする。

11
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項目 評点 倍率 評価の視点

１. 全般的事項

業務理解：業務の理
解、業界課題の理
解、課題解決のため
のクリエイティビ
ティ

1〜5

×4 ● 事業目的を正しく理解した事業提案となっているか
● 上場企業の英文IRの動向・ニーズ等を踏まえ、英文IRの課題、解決策が示されているか

業務体制
（Capability）：業
務・事業を円滑に推
進できる体制

×4

● 当法人と円滑な連携が可能で、主体的に事務局を運営する体制及びその責任者が確保できてい
るか

● 本事業運営に対し、専門的かつ的確なアドバイス・サポートができる知識・経験を有するか
● 上場企業の英文開示促進を行う「株式会社日本取引所グループ」および「株式会社東京証券取引

所」と円滑に連携を行うことができるか

審査項目　1/2
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項目 評点 配点 評価の視点

２. 英文IR人材育成講座企画運営業務

英文IR人材育成講座：イベ
ントのロジ運営、企画、イベ
ントに対するクリエイティビ
ティ、業界関係者とのネット
ワーク

1〜5 ×６

● セミナーイベントの「企画」と「運営」の実績が双方あるか
● 英文IR人材育成講座の「企画」と「運営」に関する専門的知見を双方有しているか
● 英文IR人材育成講座の「企画」と「運営」にあたって双方の体制が確保できているか
● 英文IR人材育成講座のプログラムに関し、創意工夫が見られるか
● 講演者とのネットワークを有しており、登壇依頼にあたってリーチすることが可能か

３. 英文IRワークショップ企画運営業務

英文IRワークショップ企画
運営業務：ワークショップロ
ジ運営、企画、イベントに対
するクリエイティビティ、業
界関係者とのネットワーク

1〜5 ×6

● 集合研修などの小規模イベントの「企画」と「運営」の実績が双方あるか
● ○英文IRワークショップの「企画」と「運営」に関する専門的知見を双方有しているか
● ○英文IRワークショップの「企画」と「運営」にあたって双方の体制が確保できている

か
● 〇プログラムに関し、創意工夫が見られるか、ワークショップの参加者同士の議論が

活発化するような施策を含んでいるか
● 〇講演者とのネットワークを有しており、登壇依頼にあたってリーチすることが可能か
●

合計 100

審査項目　2/2
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親族関係に関する申告の要請

● 貴社の役員又は役員以外で本件への応募の意思決定に関与した方に、一般社団法人東京国際金融機
構の役員（理事及び監事）との親族関係があるときは、契約候補者となった場合、その旨の申告をお
願いいたします。

● 申告すべき「親族」の範囲は「配偶者、生計を同一とする者（未成年者の子を含む）」を最低限とし、それ
以外の親族についても、知りうる限りにおいて該当があれば申告いただきます。

● 親族関係の有無を理由として、審査において不利益な取扱をすることはありません。

14
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（参考）令和6年度英文IR人材育成講座の内容

15

10/7 参加人数：
オンライン 373名、会場45名
10/8 参加人数：
オンライン720名、会場92名

ウェブサイト：https://fincity.tokyo/events/2373/

https://fincity.tokyo/events/2373/
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（参考）令和６年度開催ワークショップ

第１回詳細：https://irworkshop01.peatix.com

申込43名、参加38名

第２回詳細：https://irworkshop2.peatix.com/

第１部 申込37名、参加30名

第２部申込24名、参加18名

　　　　　　　　ワークショップの様子→

16

https://irworkshop01.peatix.com/view
https://irworkshop2.peatix.com/
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（参考）令和５年度英文IR人材育成講座の内容
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2/20参加人数：
オンライン413名
会場48名

2/21参加人数：
オンライン824名会
場86名
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（参考）令和4年度英文IR人材育成講座の内容

18

9/26参加人数：
オンライン372名
会場28名

10/5参加人数：
オンライン849名
会場79名


